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先鋭領域融合研究群

ガバナンス改革による遠距離多分散キャンパスを越えた教育研究の高度化
Shinshu
University

ミッションの再定義に基づく人材育成の
強化のための全学的改組・再編

高い研究水準に裏付けられた
高度専門職業人材育成

イノベーション創出に資する
理工系人材の育成

修士課程教育の強化
6年一貫教育
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の輩出
理工系人材の輩出

教育研究組織や学内資源
配分の恒常的な見直し

研究重点教員

人類の課題解決に資する
新たな領域を創生

入学定員の見直しに連動
する教員の学系間異動
（戦略的集中配置）

改組・再編

改組・再編

改組・再編

改組・再編

外部評価
による研究所の

継続・廃止

・山岳科学研究所
・ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ研究所

◇資源集中
◇年俸制、若手教員の採用→育成
◇ライジングスター教員制度
◇海外招へい教員10名＋αの

研究、授業への参画
◇主担当教員 約40名
◇研究支援員の充実

＜教育組織改革、ｶﾘｷｭﾗﾑ改革、ガバナンスの発揮＞
◇各学部強化のための改組・再編

・法曹法務研究科募集停止
・18歳人口の減少を見据えつつ、6年一貫教育の徹底を目指す
・経済・法律系分野の強化
・グリーンサイエンスの考え方に基づく理学・数理自然情報学分野の
強化

・農学生命科学を基軸とする農学教育の強化
・工学系学部に先端技術系の新学科開設
・今後10年間の長野県の教員需要を睨んだ教員養成課程の整備
・教育学部卒業生の、理工学系研究科、人文・社会科学研究科
などへの進学の促進

・教職大学院設置：実践型教員養成機能への質的転換
・理工学系研究科の再編（質と量の強化）
・ｽﾄﾚｰﾄﾏｽﾀｰも志向する大学院への改組
（人文・社会系の研究科統合）

○環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ材料科学研究所
○ｶｰﾎﾞﾝ科学研究所
○国際ﾌｧｲﾊﾞｰ工学研究所

5つの研究所

世界水準の国際
研究拠点の形成
水循環再利用（COI)

ﾌｧｲﾊﾞｰ工学分野
複合材料科学分野

＜グローバル化（世界水準の国際研究拠点の形成）＞

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材、理工系人材の輩出

＜グローバル化、イノベーション創出＞

◇3学域10学系に全教員が所属し専門分野に応じて教育組織等を
（主）担当

◇学術研究院設置による、学長の全学教員人事マネジメント及び
全学研究マネジメントの実現（学術研究院における学長
リーダーシップの保障、学系長（部局長）選考に対する学長意見の
発出制度など）

◇教員の給与制の改革（年俸制〈H26’30名及び役員、H27’60名〉
ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ制、ﾗｲｼﾞﾝｸﾞｽﾀｰ教員制の導入）

◇教員人材育成制度・業績評価制度の確立

◇予算決算マネジメントの強化、役員による部局事業計画の評価
に基づく戦略的予算配分

松本

＜ガバナンス改革＞

◇世界水準の水資源工学及び先端ファイバー工学の教育分野を強化。同分野
のイノベーション創出人材の育成のため、新しい理工学系研究科へ再編

・理工学系研究科、農学研究科を統合
⇒ 新理工学系研究科へ（現定員503を大幅増）

・工学部；既存7学科大括り
⇒ ４学科程度＆新学科（水資源プロセス工学）を設置

・繊維学部；既存4系9課程
⇒ ４学科程度＆新学科（先端ファイバー工学）を設置

◇産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成
（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ大学院 M，D一貫）
「ﾌｧｲﾊﾞｰﾙﾈｯｻﾝｽを先導するｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰの養成」
学内版「ｻｽﾃｨﾅﾌﾞﾙｿｻｲｴﾃｨｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材養成学位ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」

◇国際通用性ある人材育成
・全学生（約12000人）及び教職員の国際通用性を強化するため，
グローバル教育センター（GEC） 設置

（国際交流センター、環境マインド推進センターの再編・拡充・機能強化）

・日本人学生の海外留学、外国人留学生受け入れの戦略的推進をはじめ、
信州大学のグローバル化を牽引

・1年次共通教育システム・組織（全学教育機構）を
全面的に見直し、グローバル教養教育が展開できる組織
高等基礎教育推進機構（高等基礎教育部） に再編

・グローバル教養教育カリキュラムの編成と実施
・理工系6年一貫教育のための基礎教育、英語使用の教養授業の実施
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専攻のｻｰﾃｨﾌｨｹｲﾄを与える制度を導入

農学部（175⇒170）
○３学科→１学科へ再編

◎「農」を基盤とする生命科学系高度専門職業人，農学系”理工系グ
ローバル人材”養成のための機能強化

・農学生命科学に含まれる幅広い内容を，生態系ヒエラルキーのステー
ジ毎に整理

・すべての学生は一定単位数以上の学際融合科目を履修。また，副専
攻コースを希望する学生には，さらに指定学際融合科目を履修させ副
専攻のｻｰﾃｨﾌｨｹｲﾄを与える制度を導入

工学部（470⇒485）
○７学科→５学科へ再編。強みである先進複合材料，水資源プ
ロセス工学分野で物質化学科，水環境・土木工学科を新設

◎イノベーションの核となる幅広の知識を持った人材を養成

・英語での授業を基本とし，大学院科目の先取り履修を認め
る学科横断「国際先進エネルギー材料プログラム」を用意

教育学部（280⇒240）
○新課程の廃止（▲40）
◎学校現場に精通した大学教員を増加させ，実践的指導力の育成・強化
を図る
○学校教育教員養成課程に，
・特別支援学校教員養成課程を統合し，特別支援教育コースを新設
・野外教育コースを新設し，長野県の野外教育指導者養成の要望に対応

・心理支援教育コースを新設し，普通学校で特別なニーズを持つ生徒へ
の指導を可能とする教員を養成。長野県のいじめ，不登校問題，発達障
害対応等のニーズに対応

信州大学における学部・大学院改革

理学部（210⇒205）
○６学科→２学科へ再編

◎科学的な見方や考え方を養い，課題解決能力を備えた人材を
育成

・７つのコースと３つの教育プログラム（学際・標準・先進）からな
る21通りの学生本位の教育プログラムを実施⇒カスタムメイドカ
リキュラムで幅広い理学力を養成
・フィールド科学と基礎科学に拠るグリーンサイエンスの強化

・経済の学位に加えて法学の学位を新たに用意

経法学部（185⇒180）
○抜本的な見直しを行い，新たな経済系学科及び法律系学科を設置
◎社会実装に貢献する実践的な組織人・企業人を養成

・経済体系と法律体系のいずれかに軸足を置きつつ，学際的諸課題への
応用を実践するΠ字型カリキュラムによる多様なT字型人材を育成
・経済の学位に加えて法学の学位を新たに用意

育成のための生命医工学分野（学位：修士（医工学））の創設

総合理工学研究科：修士課程（503⇒575）
○理工学系研究科【14専攻】（434）と農学研究科【４専攻】（69）（計
503）を統合

◎イノベーション創出人材育成
・入学定員の増員，６年一貫教育の充実

・総合的な課題解決のための洞察力や俯瞰力を醸成を促す大括
りの５専攻

・世界水準の水浄化・水循環再利用，ファイバー・複合材料分野
の強化

・喫緊の課題となっている生命・医療・健康・福祉に貢献する人材
育成のための生命医工学分野（学位：修士（医工学））の創設

総合人文社会科学研究科：修士課程（36）
○人文科学研究科【２専攻】（10），経済・社会政策科学研究
科【２専攻】（16），教育学研究科【学校教育専攻（臨床心理学
専修10）】 （計36） を統合
◎人文・社会科学分野の高度専門職業人の育成
・留学生の受入拡大，社会人の学び直し教育
・教育学部卒業生の進学（教員養成以外の分野）促進

H27’

H32’

H30’

総合医理工学研究科：博士課程（101）

繊維学部（275⇒280）
○９課程→４学科へ再編。強みである先端ファイバー工学を
中心とする先進繊維・感性工学科を新設

◎高分子・繊維材料，感性情報学，複合材料，バイオマテリ
アル利活用の分野における技術者の養成

・先鋭領域融合研究群と直結した学科横断「先進複合材料
工学プログラム」「ファッション工学プログラム」を用意し，先
鋭領域融合研究群の研究成果を教育へ還元

・海外留学等が必修である学科横断「国際連携プログラム」
を用意

H28’

教育学研究科：修士課程
高度教職実践専攻（教職大学院）：専門職学位課程（0⇒20）
○高度専門職としての教員養成の機能を担う高度教職実践研究科（教職
大学院）を設置
◎指導的理論と優れた実践力・応用力を備えた人材の養成

・教職大学院を核として，附属学校をフィールドとした教育研究拠点を形成
し，附属学校園での実践と教職大学院での教育を融合した高度専門職養
成プログラムを展開
・教育委員会と附属学校の人事交流を活用した現職教員研修システムの構築

育専修を置く

学校教育専攻・教科教育専攻（40⇒20）
○学校教育専攻と教科教育専攻を一本化し，学校教育専攻に教科教
育専修を置く

教育学研究科：修士課程
高度教職実践専攻（教職大学院）：専門職学位課程（20⇒30）
○高度専門職としての教員養成の機能を担う高度教職実践研究科（教職大
学院）の拡充
◎指導的理論と優れた実践力・応用力を備えた人材養成の推進

学校教育専攻（20⇒0）
○学校教育専攻の３専修のうち，学校教育専修，教科教育専修を高
度教職実践専攻（教職大学院）へ再編
臨床心理学専修を総合人文社会科学研究科へ統合

（10）
（10）

○総合工学系研究科【５専攻】（49）と医学系研究科【３専攻】（52）
（計101）を統合
◎信州大学の特色ある多彩な研究領域の深化と，境界領域でのみ
成し得る新しい学術研究の推進

・異分野融合による新しい学術領域の創出，境界領域でのみ得られる新知見

の発掘を促す大括りの３専攻
・「医」の加入による全ての専攻・分野におけるスムーズな医工・医繊維・医農・
医理 連携研究の実現
・理工学系研究者と医学系研究者が「同じ釜の飯を食う」ことにより，真の医工
連携研究者を育成する生命医工学分野（学位：博士（医工学））の創設



信州⼤学改⾰プラン⼯程表
我が国の将来を担う⼈材育成（本学の強みと特⾊を活かした教育・研究の実施）計画

組織改革

研究
社会貢献
国際貢献

教
育
改
革

第Ⅱ期 第Ⅲ期中期目標・中期計画期間

学士
課程

博士
課程

修士
課程

平成 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33

大学改革加速期間

学内版グローバル人材養成プログラム

総合医理工学研究科の設置
（医工連携・文理融合分野の新リーダーの育成）

教育学部新課程廃止

教職大学院の開設

法曹法務研究科
募集停止→廃止

先鋭領域融合研究群の設置（５研究所+次代クラスター研究センター）

学術研究院の設置（３学域、１０学系：教員人事一元化）

COIの設置（世界の豊かな生活環境と地球規模の持続可能性に貢献するアクア・イノベーション拠点）

総合理工学研究科の開設（理工系大学院修士課程改組及び定員大幅増）
（６年一貫教育の充実）

人文社会科学系
研究科の再編

グローバル環境イノベーション人材養成プログラム

グローバル教育センター（GEC）の設置

卓越大学院

学内版リーディング大学院プログラム

オンリーワン型リーディング大学院プログラム（ファイバー工学）

経済学部（経法学部）の改組（地域環境法曹人材の育成）

理学部・農学部の改組（学科の再編、6年一貫の理工系人材の育成）

工学部・繊維学部の改組（新たな学科の設置、６年一貫の理工系人材の育成）

全学横断特別教育（地域,国際,環境）プログラム

人文学部の改組（学科の再編、地域に貢献する文系人材の育成）

COC＆COC+ （地域活性化の中核的拠点：信州大学地域戦略センター）



教員の⼈事の流動性を確保し、戦略的な⼈事、全学的研究マネジメントを可能とするため、教員組織として学術研究院を
設置。全教員が学術研究院に所属。これにより、先鋭領域融合研究群の研究者への研究重点環境の提供や学部横断型
の教育を実現し、研究の⾼度化や時代の要請に柔軟かつスピーディーに対応した教育を推進する。

● 教員の所属組織として学術研究
院を置く。

● 全教員は学術研究院のいずれか
に所属する。

● その上で、学部・研究科における
教育、先鋭領域融合研究群における
研究等に携わる。

学術研究院設置による教教分離

⇒ 学系に所属する教員の採⽤、給与、
業績評価等の⼈事マネジメント、全学
的な研究マネジメントの戦略、学系・
先鋭領域融合研究群・学内共同
教育研究施設等に対する予算配分等
の重要事項について審議するものとして，
学術研究院会議を新設し、学⻑が
⼈事を⼀元的に管理する体制を構築
している。
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